
 

         新技術調査表（１） 登録番号 0901021 

  

 名  称 レインステーション 作成年月日 2009年12月25日 

更新年月日 年 月 日 

 副  題  プラスチック地下雨水貯留・浸透施設  開発年月日 2006年2月 

 
 
 分  野 

１共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 
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分 

１材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 
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開
発
会
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会社等名 積水化学工業株式会社 担当部署  

担当者名  中村 智也 ＴＥＬ 
03-5521-0756 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名  積水化学工業株式会社 担当部署 

 

 

 

 

担当者名  中村 智也 〒 105-8450 ＴＥＬ 03-5521-0756 

住  所 
東京都港区虎ノ門２－３－１７（虎ノ門２丁目
タワー） 

ＦＡＸ 03-5521-0558 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.eslontimes.com/system/items-view/24/ 

   

e-maile  

 
【概 要】 

レインステーションは、地下に雨水を貯留するための組み立て式のプラスチック施設で、道路等に降った雨を貯
留および浸透することができる。 
【特 徴】 
１．空隙率は90％以上で、敷地を有効に利用した雨水貯留・浸透ができる。 
２．部材は軽量で、人力にて組立でき、簡単で早く設置できる。 
３．部材の傾斜構造により雨水の流れを利用して土砂等を誘導して集めることができ、集砂部に誘導された土

砂等はバキューム等により外部から安全で簡便に除去でき、維持管理（メンテナンス）が容易である。 
４．目詰まりの原因となる土砂を排除できるため、浸透機能を長期間発揮できる。 
５．道路等に利用するために必要な鉛直及び水平強度・疲労耐久性を有する。 
６．500mm 幅の部材を組み立てる構造のため、幅の狭い場所での施工が容易に行える。（標準は１ｍです） 
 
 

  
 
 
 
 
 

 

 

 
  

共通資材 

耐久性：50年相当 

重量：主部材0.23～2.46kg/個 

寸法：500mm×500m×125mm 

ﾚｲﾝｽﾃｰｼｮﾝの構成例 

側板 

ｼｰﾄ材料 
点検ﾏﾝﾎｰﾙ 流入部 

集砂部(集砂受枠) 
点検ﾏﾝﾎｰﾙ 

ﾊﾞｷｭｰﾑ車、 

点検 

ﾏﾝﾎｰﾙ 

点検ﾏﾝﾎｰﾙからの土砂の除去 

集砂部 

高圧洗浄車 
傾斜材には、5度の角度がつ

いているので 

傾斜によって流れが発生し、 

土砂等が自然に集砂部に誘

導される。 

ﾚｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ部材 

ﾚｲﾝｽﾃｰｼｮﾝの使用例 

傾斜材 

様式－３ 

nakamura100@sekisui.com  

環境・ﾗｲﾌﾗｲﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ 
ｲﾝﾌﾗ土木ｼｽﾃﾑ事業部 

環境・ﾗｲﾌﾗｲﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ 
ｲﾝﾌﾗ土木ｼｽﾃﾑ事業部 



                
新技術調査表（２）   

 

  
 
 実績件数 

  東 京 都  ：   0 件 
  国土交通省    ：     0 件 
  その他公共機関：    26 件 
  民   間  ：     2 件 

国
土
交
通
省 

 １技術活用パイロット  ：        件 
 ２特定技術活用パイロット：        件 
 ３試験フィールド    ：        件 
 ４リサイクルモデル事業  ：        件 

 特  許    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：第3660917号, 第4299879号） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 
 評価 
  ・証明 

 １建設技術評価（番号：審査証明第0714号）２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（ 2008年3月6日         ） ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]         ４その他 
 （番号：        登録年月日：             ） 

 
 ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ５公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入  治水対策、水環境、維持管理 

 開発目標 
 （選択） 

 １省人化 ２省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従来との 
比  較 

 従来の材料名・工法名：浸透トレンチ 
 １ 工 程 【１短縮（  ％）２同程度 ３増加（  ％）】（                       ） 

 ２ 省人化 【１向上（  ％）２同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ３ 経済性 【１向上（32.6％）２同程度 ３低下（  ％）】 (  10年トータル費用  ） 
 ４ 施工管理【１向 上    ２同程度 ３低下          】（           ） 
 ５ 安全性 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（           ） 
 ６ 施工性 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（            ） 
 ７ 環 境 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（            ） 
 ８ 汎用性 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（            ） 
 ９ 品 質 【１向 上    ２同程度 ３低下          】（ 浸透維持機能あり  ） 
 10. その他 （単位体積あたりの雨水処理量が多いため、狭い地区での設置が効果的） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定   

自社歩掛り（1m3あたり）  （土工、シート工は別途） 

 
   (内訳) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【施工上・使用上の留意点】 
・強度照査を行うこと （適用土被り:0.6～2.0m（活荷重T25の場合）、最大埋設深さ:４m以下） 

・地下水位がある場所に設置する場合、貯留槽が浮上の危険があるため、浮力についての照査を行うこと 

・貯留ﾀｲﾌﾟの施設とする場合、遮水ｼｰﾄの接合部の確認ﾃｽﾄを行うこと 

【参考資料】レインステーションについての公的図書は以下のとおりです 

・建設技術審査証明（下水道技術）報告書「下水道雨水流出抑制用施設 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ地下貯留･浸透施設」2008.3（財）下水道新技術推進機構 

・「小規模雨水貯留浸透・排水配管ｼｽﾃﾑ技術ﾏﾆｭｱﾙ」2007.3 （財）下水道新技術推進機構 

世話人 特殊作業員 普通作業員 

0.033人 0.104人 0.033人 

【施工単価等】 57,165円/m (材工) 

経済性向上根拠                        メンテナンス費用  2,500円/mにて計算 

レインステーション 他部材 砕石 シート 掘削工事

25,421円/m 7,902円/m 6,784円/m 4,542円/m 12,517円/m

雨水処理量

(m3/m)

必要施設長さ(m)
［雨水処理量

　100m3の場合］

初期費用
（千円）

メンテナンス費用
（千円）［10年］

10年トータル費用
（千円）

変化率

新技術 2.69 37.2 2,127 93.0×10 3,057 -32.6%
従来（φ200トレンチ) 0.89 112.4 1,726 281.0×10 4,536 -
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検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

【集砂性】→流入した砂の回収量の確認（建設技術評価における試験結果） 

①模擬雨水とともに土砂を流入させる    

②集砂部に到達した比率を求める  

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

【浸透能力の長期維持性】→浸透能力の変化を確認（自社評価での試験結果） 

                       

 
 

 

 

 

 
 

 

 

【強度】→ 製品強度の確認（建設技術評価での試験結果） 

 

 

 

 

 

 

【疲労耐久性】→ 繰り返し荷重に対する確認（自社評価での試験結果） 

 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 

道路下を有効利用し、浸水対策や水環境改善が可能な共通製品です 

高い空隙率 90％以上で限られた敷地で、より多くの雨水を貯留可能 

高強度 活荷重 T25可能で生活道路に適用できる 

高い施工性 軽量で設置が迅速のため、道路等の占有が短期間 

浸透施設への適用 集砂性により、浸透機能の維持が期待できる 

維持管理性 土砂等を自動で誘導し、維持管理が極めて簡便 
 

対照部材 

ﾚｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ 

2 年

 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

当初 8 年

 
想定経過年数 

（％） 

100% 98.6% 
96.2% 

ﾚｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ 
（集砂機能あり） 

対照部材 
（集砂機能なし） 

想定経過年数と水位低下速度の維持率 

  

破壊までの載荷回数 
102 104 106 108 1010 

10 
1 

100 

1000 

(土被2.0m+T25) (埋設深さ6m) 

100 
200 
300 

10 20 30 0 0 

【水平強度】 

線形範囲 

最大値 
100 
200 
300 

10 20 30 
歪(mm) 

実荷重 
0 0 

【鉛直強度】 

降伏強度 

荷重 

試験機 

②バルブを全開し排水 

③水位低下速度測定 

①模擬雨水＋土砂を投入し満水にする 

 

①～③を繰り返し実施 

ﾃｽﾄ概要 

評価状況 

鉛直方向 

圧縮ﾌﾟﾚｽ 

水平方向 

圧縮ﾌﾟﾚｽ 

50年相当繰返数＝108回 

=5000（台/日） 

×365（日） 

×50（年） 

槽内に残留した砂は、次回の雨で流される 

実験装置 

繰り返し

試験実施 

破壊応力と 

破壊するまでの

回数を計測 

149kN/m2 

250kN/m2 

316kN/m2 

59kN/m2 

170kN/m2 

209kN/m2 

結果；土砂の 90％以上を集砂部に誘導できる 

結果；浸透維持機能が低下しない 

歪(mm) 

結果；50年相当の耐久性がある 

200mm 2020mm 

500mm 

 
875mm 

200mm 

流入 

降伏強度 

線形範囲 

最大値 

結果；実用に対し十分な強度がある 

実荷重 

ﾚｲﾝｽﾃｰｼｮﾝ 

実荷重 78kN/m2 

（土被 0.6m+T25） 
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 １．部材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．施工手順 
 

1、所定の掘削を行う 

2、砕石を底部に敷設します 

3、シートを底部に敷設し、 

  側面にはシートを立ち上げ 

ておきます 
4、底部に点検孔及び集砂部を 
  設置します 
5、その他部材を組み立てます 
6、シートで部材を包み、仕上げ 
  をします 
7、埋め戻しをします 
8、舗装等により施工完了します 
 

 

 
 

組み立て状態 

板材 

連結材 

脚材 

側板 

傾斜材 

集砂部 

2.46 kg 

0.07 kg 

1.73 kg 

0.23 kg 

0.48 kg 

最小施工（設置）について 
これまでに提案した最小は、長さ 2.5ｍ、体積 1ｍ3程度です 

砕石は、ＲＣ－４０を使用されており、 
厚さは、10ｃｍと 20ｃｍの場合があります。 



                                                  
     新技術調査表（５）《実績表》   
 

   局 名     事務所名     工 事 件 名   施 工 期 間   CORINS 登録 Ｎｏ 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

 

 

 

 

 

    

 【評価等がある場合、その内容】 

 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

 

  発    注  者       工 事 件 名 施 工 期 間  CORINS 登録No   

三芳町役場 竹間沢通り浸透槽 2008年（12月）  

練馬区役所 道路冠水対策工事 2008年（11月）  

三鷹市役所 道路雨水貯留浸透施設設置工事 2008年（9月）  

三芳町役場 町道幹線１７号線道路改良・歩道設置工事 2008年（2月）  

和光市役所 市道521号線道路改修工事 2007年（12月）  

練馬区役所 道路冠水対策工事 2007年（12月）  

三芳町役場 道路冠水対策工事 2007年（11月）  

世田谷区役所 雨水浸透施設設置工事 2007年（9月）  

三鷹市役所 道路雨水貯留浸透施設設置工事 2007年（7月～9月）  

武蔵野市役所 雨水貯留浸透施設設置工事 2007年（2月）  

三鷹市役所 道路雨水貯留浸透施設設置工事 2006年（2月～11月）  

    

    

【評価等がある場合、その内容】 

 


